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んにちは！運動不足で、

去年の夏から体重が３キロ

も増えてしまったムック村

山こと村山由貴男です。 

冬は運動不足になりがち

な反面、飲んだり食べたり

の多い季節ですね。つい食

べ過ぎて、私みたいに「体重計に乗るのがコワい

～！」とならないように気をつけてくださいね。 

 

、ムック村山こと村山由貴男は、両津でゴミ

回収や浄化槽の管理・清掃をしているアイマーク

環境株式会社の社長です。 

実は佐渡の出身ではなく、佐渡に来て今年で９

年目ですが、まだ知らないことがたくさんです。 

そこで、皆さんと交流して、もっと佐渡の暮ら

しを楽しみたいと思って、このニュースレターを

はじめることにしました。 

まずは自己紹介 

 生まれは新潟県の南部、現在は十日町市に合併

した旧松代町です。高校を卒業するまでそこで暮

らしました。まつだい冬の陣や大地の芸術祭が有

名です。近くには日本三大薬湯として有名な松之

山温泉もあります。 

 ひと晩に 1 メートル

以上も雪が降るような

豪雪地なので、保育園の

ころからずっと、白銀の

世界でアルペンスキー

をやっていました。 

 それから、高校卒業後はアメリカの大学へ留学

しコンピューターソフト制作の勉強をしました。 

 帰国後、東京のソフトウェア会社に就職、その

後、ベトナムの日系企業でもベトナム人と一緒に

ソフトウェア開発をしたりしています。 

アメリカでもタイ人の留学生たちと仲良くし

ていたので、東南アジアに縁があるのかも知れま

せん。タイ料理やベトナム料理も大好きです。 

そして、アイマーク環境(株)の前身である「両

津市清掃組合」の伊藤社長の娘と結婚し、２００

２年に佐渡に移住しました。 

現在は、二男一女と奥さんの５人家族で楽しく

暮らしています。佐渡の友だちも増えました。 

「 子どもたちのために、 

今、私たちができることを 」 

を合い言葉に佐渡をより良くする会社経営をし

たいと思っています。 

 

コというと、分別や省エネ、エコバッグなど、

今までのやり方を変えなければならないので、

「面倒だなぁ」と思うことがあります。 

それでも、頑張って取り組んでいる人に会った

り、続けやすいやり方を工夫したり、「子どもた

ちのため」と思うと、やる気が出てきます。 

エコは大変な時もありますから、ぜひ一緒に

「子どもたちのために、今、私たちができること

を」学び、話しあってみませんか？ 

新しい未来を考える座談会に 
あなたも無料で参加できます 

夢のある地域と緑豊かな地球を子どもたちに

残すために、一緒に環境のことや世界の変化につ

いて学びながら、どんな未来を目指すのかについ

まつだい芝峠からのながめ 
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て話し合います。「チェンジ・ザ・ドリーム シン

ポジウム」という名前のセミナーです。 

当社のお客さま１０名様を無料（昼食つき）で

ご招待いたします。通常は３,０００円です。 

３月１３日(日)の９時３０分から１６時３０

分まで、両津周辺の会場で開催予定です。 

詳しくは次回のニュー

スレターをお楽しみに。

とりあえず、今からカレ

ンダーに予定を入れてお

いて下さいね。 

 

ックという私のニックネームは、「ポンキッ

キ」という子ども向けＴＶ番組の登場キャラクタ

ーに由来しています。ガチャピンとムックの赤く

てモジャモジャした方です。 

ムックは北極生まれの雪男（イエティ）の子どもで、

永遠の５歳です。 

近年、地球温暖化によっ

て色んな環境の変化が起

きています。北極では氷が

溶け、ホッキョクグマの生

息域がどんどん失われて

いるといいます。 

佐渡でも、実家の松代でも、昔に比べると随分

と雪が少なくなりました。このままだと将来子ど

もたちが住む地球はどうなるの？と心配です。 

そこで、「佐渡も地球も明るく豊かに子どもた

ちに残していきたい」ということで、“北極生ま

れの雪男の子ども、ムック”の名前を借りました。 

ちなみに、ムックは「むらやま」の「む」、そ

して、「ゆきお」という名前から、昔は「ゆきお

とこ」と呼ばれていたことにも由来しています。 

どうぞ気軽に「ムック」と呼んでください。 

 

帯やインターネットのサービスをどれくらい活用して

いますか？ メールは使うけどネットはあまり見ない人か

らネットの達人まで色々 いると思います。 

最近では、ツイッターとかフェースブックという、知

り合い同士で気軽にコミュニケーションを図れるサービ

スも広まってきました。 

遠くに住んでいる子どもや孫、友だちの近況を手軽に

知ることができたり、近くに住んでいる人とさらに親しく

交流できたりすることが楽しいサービスです。 

「この人、こんな食べ物が好

きなんだー」とか、「こんな活動

をしてるんだー」とか、「元気に

やってるみたいだねー」とか、

互いの人となりや日常が垣間見

えて、結構ハマります。 

人が集まるところは、街も商売も元気で活性化します。

同じように、ネット上の仮想空間でも、ツイッターやフェ

ースブックなどは人がつながり、集まって、色とりどりの

個性で、とても活性化しています。 

私の周りにも利用者が増えてきましたが、佐渡ではま

だまだ少ないです。もっと増えたら、街も活性化して楽し

くなるだろうなぁと思っています。 

 興味のある方、ぜひアイマーク環境のホームページを覗

いてみてください。ツイッターやフェースブックの使い方

を、初心者にも分かりやすく無料で解説しています。 
 

＜ 編集後記みたいなもの ＞ 

１２月に４歳になったばかりの長男。まだまだ幼

いと思っていたのに、最近、急にひらがなを読んだ

り、書いたりし始めました。去年の８月に弟が生ま

れてから、ドンドンお兄ちゃんになっていきます。

うれしい反面、大きくなって親から離れていって

しまうのが、チョット寂しいかも・・・と思ってい

る今日この頃です。 

次回は社員の紹介もあります。お楽しみに。（村山）
 

左・ガチャピン、右・ムック

「ゆるく」気楽なつながり

明るい雰囲気の勉強会 


